
まちのできごとを紹介します。

尾上尚史さん（同団体GM／写真右）と武田恭
輔さん（同団体選手／写真左）

　奈良ドリーマーズの尾上尚史さんと武田
恭輔さんが高江町長を表敬訪問されました。
同チームは奈良県に拠点を置く男子バレー
ボールチームで、町とはスポーツを中心と
した地域振興に関する包括連携協定を締結
しています。
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　新規採用された国家公務員の初任行政研
修の一環として行われる、地方自治体実地
体験の研修生を受け入れました。
　省庁から派遣された 4人の研修生は、3
日間をかけて役場の日常業務や施設の視察
を行い、町や地方行政の現状を学び理解を
深めました。
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　5月22日に田原本小学校6年生が、24日
に北小学校6年生が議場を見学しました。児
童たちは、議会事務局からの説明を聞いて町
議会について学んだり、実際に質問席に立っ
て議員へ質問をしたりして町議会への理解を
深めました。また、議長席や町長席などに座
り、議会の雰囲気を感じていました。

北小学校の議場見学の様子

〈今里〉

▲蛇を担ぎ村中を練り歩く蛇を担ぎ村中を練り歩く ▲暴れる蛇に巻かれる暴れる蛇に巻かれる
　伝統神事「蛇巻き」が今里と鍵で行われました。
　今里では麦わらで作られた蛇を ｢頭持ち ｣の男の子を
先頭に男の大人と子どもたちが担ぎ村中を巡行。家々を
訪れ「おめでとう」とお祝いしました。蛇に巻かれると
無病息災で過ごせると言われることから、所々で近くに
いた人も巻き込みながら練り歩きました。

〈鍵〉

▲力を合わせ蛇を担ぐ力を合わせ蛇を担ぐ ▲�後ろへ引っ張る子どもたち後ろへ引っ張る子どもたち
　鍵の蛇は、稲わらで作られており、その頭の重さは約
250kg にもなります。大人と子どもで頭を担ぎながら
ゆっくりと村中を練り歩きました。道中「引っ張れ！」
の合図で尾を後ろへと引っ張る子どもたちに行く手を
阻まれつつも、先頭はその力に負けないように力強く
進みました。

蛇を担いで巡り、豊作を祈願
今里の蛇巻き・鍵の蛇巻き
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◦第 78 回国民スポーツ大会出場…松川惠宥さん
（写真左から2人目）、松川節子さん（左から3人
目）、田中悦子さん (右から2人目）、月岡麗子さ
ん（欠席）　◦ねんりんピック 2024 出場…松川
惠宥さん　◦第 18 回全国レディス交歓大会出場
…漆原洋子さん (右から3人目）、月岡麗子さん

　グラウンド・ゴルフ種目で全国大会へ出
場される４人が高江町長らを表敬訪問され
ました。　
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こどもまるごとプロジェクト
　6月議会において「こどもまるごとプ
ロジェクト」関連予算が成立しました。
　不登校など様々な困難を抱えるこども
が増える中、こども一人ひとりにあった
きめ細やかな対応を通じて、こどもたち
にとってのよりよい未来につなげていく
ために、３つの柱で事業を進めます（詳
細は本紙 2～ 3ページ）。
　まだまだ多くの課題がある中において、
これらの取り組みで十分とは考えており
ません。こどもへの投資は田原本の未来
への投資そのものであり、これからも最
優先に取り組んでまいります。

運転免許センターなどの移転と
周辺の活性化
　5月 14 日、奈良県と本町は阪手北・
西井上地区の県有地を核としたまちづく
りに関する協定書を締結し「交通安全・
安心のまち」をテーマとして、新しい運
転免許センターや県警の一部機能の移転
について正式に進めていくこととなりま
した。
　なお、運転免許センターなどの移転に
伴い、免許更新などで来訪者の増加が期
待できる一方で、周辺地域の活性化に寄
与しない人流は、渋滞発生などの観点か
らリスクでしかないことから、移転に加
えて、当該県有地周辺を含む地域の活性
化についてもともに検討をしていく旨を
協定書に規定いただいたところです。
　奈良県とともに、当該県有地周辺を面
として捉えたまちづくりをしっかりと進
めてまいります。

町活性化への
取り組み

Vol.04

町 長
メッセージ

高江 啓史 高江 啓史 
田原本町長田原本町長

町長活動記録

　町にいただいたご意見の一部とその対応を紹介しま
す。なお、ご意見の内容は要約して掲載しています。

町へのご意見と対応

▲

意見概要
　幼稚園年少児の給食について、開始時期の早期化や
回数の増加を検討してほしい。

▲

町の対応
　1号認定（教育認定）年少児の給食について、これ
までの週３回から、年中児・年長児と同じく週 4回
へ変更いたします。
　また令和 7年度から、給食開始時期をGW明けに
変更いたします。

　皆さんのご提案などを町政に反映するため
意見箱を設置しています。より良いまちづく
りの為のご提案をお待ちしています。

こどもまるごとプロジェクト 3 つの柱
❶こども家庭センターの設置
❷こども・家庭への支援
❸学校快適化プロジェクト

　最新の町行政情報をお届け

町政トピックス

■青垣生涯学習センターに子どもの遊び場を設置
　青垣生涯学習センター 1階西側正面玄関入って左
側に、フリースペースと小さなお子さんが遊べるキッ
ズスペースを設置しています。
■水害対策の推進
　6月11日に東京で開かれた「第19回水害サミット」
に高江町長が出席し、好事例として本町の流域治水の
取り組みを、国土交通省幹部や市町村長の前で発表し
ました。
　町民の皆さんの安心安全のため、今後も水害対策を
進めてまいります。
■ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティ
　大和平野中央構想の一つとして県が三宅町に建設を
予定している、学生や企業・スタートアップの連携・
交流を目的とした学生寮「ヤング・イノベーション・
レジデンス」。そのニーズ・あり方などを意見交換す
る「ヤング・イノベーション・プロセス コミュニティ」
に町も参加し、交流拠点の創出に取り組みます。
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